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非鉄金属の精密加工で
難題に挑戦し続ける
　山田精機は、アルミニウムを中心

とした非鉄金属の精密部品を加工す

る会社です。オートバイのカスタム部

品から最先端の実験装置まで、金属

の特性を活かしたさまざまな部品を

作っています。

　昭和50年代ごろまでの、カメラ部

品の製造が中心だった当時の工場で

は機械はベルト駆動、いわゆる「アナ

ログ」の作り方で、斜めでも丸でも、

どんな加工も職人が機械をうまく調

整しながらきれいに削り出していまし

た。

　今では最新のコンピュータ制御の

機械も導入し、より難しい加工に挑

戦。100分の1ミリのオーダーでの

加工精度を保証しています。また、お

客様から仕上がりがきれいだと高い

評価を得ているのは、光学系の精密

な部品を手作業で作ってきた経験が

あるからこそ。デジタルのものづくり

だけでなく、アナログの時代も両方

知っている世代の経験が、お客さまか

らの厚い信頼につながっています。

　今はコンピュータ制御の工作機械が主流になり、プログラム次第で複雑な加
工もできるようになりました。しかし「金属の性質を無視したプログラミングに
よって無理な力をかければ、最新の工作機械でも製品はゆがみ、刃物は折れてし
まいます。アナログの経験をデジタルのプログラミングに活かすことが重要。」と
鷲尾廣蔭代表取締役。だからこそ、「金属加工の本質が分かる会社」と頼られる存
在になっているのです。

　最近は初めてのお客さまからメールだけで注
文がくることがありますが、相手のことが何もわ
からず、仕事をしている気がしません。人を知る
にはメールやSNSだけでなく、会って話をするこ
とが大切です。「いいね！」だけでは何も伝わらな
いのではないでしょうか。

鷲尾廣蔭代表取締役

アナログの機械は、切削するときの抵抗を感
じることができる

アルミにも種類がいろいろ
ある。硬さも比重も違う

デジタルの加工機械のプログラムにも、アナログの加
工経験が生きている

アナログの経験をコンピュータ制御に生かす

面と向かって話して
初めて意思が伝わる
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